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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月7日(2019.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イメージターゲットフレームに関連づけられたモーションブラーを推定するために１つ
または複数のモーションブラー推定方法を適応的に適用するための方法において、
　前記モーションブラーを推定するために第１モーションブラー推定方法を適用すること
と、
　第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定することと、
および
　前記第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第２モーションブラー推定方法を適用す
ることと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１モーションブラー推定方法は、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズを測定し、問題となっている前
記イメージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第１
投影ポーズを決定することと、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレー
ムのポーズを測定し、問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第２投影
ポーズを決定することと、および
　前記第１投影ポーズから前記第２投影ポーズを減算することにより、問題となっている
前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定することと、
　を備える、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第２モーションブラー推定方法は、
　複数のブラーベクトルを非ブラーイメージターゲットに適用することにより前記非ブラ
ーイメージターゲットから複数の可能なモーションブラーイメージターゲットを生成する
ことと、
　問題となっているイメージターゲットフレームに最も近似する単一の可能なモーション
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ブラーイメージターゲットを見つけるために、前記複数の可能なモーションブラーイメー
ジターゲットに対して、問題となっている前記イメージターゲットフレームを比較するこ
とと、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する前記単一の可能なモ
ーションブラーイメージターゲットに関連づけられた前記ブラーベクトルとして、問題と
なっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定すること
と、
　を備える、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記複数の可能なモーションブラーイメージターゲットに対して、問題となっている前
記イメージターゲットフレームを比較することは、複数の正規化された相互相関（ＮＣＣ
）値を計算することを備える、請求項３の方法。
【請求項５】
　第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定することと、
および
　前記第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第３モーションブラー推定方法を適用す
ることと、
　をさらに備えた、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記第３モーションブラー推定方法は、
　サーチされるべき複数のブラー量を決定することと、
　サーチされるべき各ブラー量に関する１つまたは複数のモーションブラーステップの数
を決定することと、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズと、問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレームのポーズとの間に１つまた
は複数の中間ポーズを補間することと、ここにおいて、中間ポーズの数は前記モーション
ブラーステップの数に対応する、
　複数の非ブラー仮想イメージターゲットフレームを構築することと、ここにおいて、１
つの仮想イメージターゲットフレームが各中間ポーズならびに問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの前記ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフ
レームの直前の前記イメージターゲットフレームの前記ポーズに関して構築される、
　各中間ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズに関して複数のブラーテンプレートを構築するこ
とと、ここにおいて、各ブラーテンプレートは、前記ブラーテンプレートが構築されるポ
ーズであるクリティカルポーズに対応する、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一のブラーテンプ
レートを見つけるためにすべての前記ブラーテンプレートに対して、問題となっている前
記イメージターゲットフレームを比較することと、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似することが発見された前
記単一のブラーテンプレートの前記クリティカルポーズと前記ブラー量の組み合わせとし
て、問題となっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーを推定するこ
とと、
　を備える、請求項５の方法。
【請求項７】
　すべての前記ブラーテンプレートに対して、問題となっている前記イメージターゲット
フレームを比較することは、複数の正規化された相互相関（ＮＣＣ）値を計算することを
備える、請求項６の方法。
【請求項８】
　前記第１モーションブラー推定方法の結果は、前記第２モーションブラー推定方法の前
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記適用に使用される、請求項１の方法。
【請求項９】
　イメージターゲットフレームに関連づけられたモーションブラーを推定するために１つ
または複数のモーションブラー推定方法を適応的に適用するための装置において、
　前記モーションブラーを推定するために第１モーションブラー推定方法を適用する手段
と、
　第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定する手段と、
および
　前記第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第２モーションブラー推定方法を適用す
る手段と、
　を備えた装置。
【請求項１０】
　前記第１モーションブラー推定方法を適用する前記手段は、さらに、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズを測定し、問題となっている前
記イメージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第１
投影ポーズを決定する手段と、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレー
ムのポーズを測定し、問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第２投影
ポーズを決定する手段と、および
　前記第１投影ポーズから前記第２投影ポーズを減算することにより、問題となっている
前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する手段と、
　を備えた請求項９の装置。
【請求項１１】
　前記第２モーションブラー推定方法を適用する前記手段は、さらに、
　複数のブラーベクトルを非ブラーイメージターゲットに適用することにより前記非ブラ
ーイメージターゲットから複数の可能なモーションブラーイメージターゲットを生成する
手段と、
　問題となっているイメージターゲットフレームに最も近似する単一の可能なモーション
ブラーイメージターゲットを見つけるために、前記複数の可能なモーションブラーイメー
ジターゲットに対して、問題となっている前記イメージターゲットフレームを比較する手
段と、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する前記単一の可能なモ
ーションブラーイメージターゲットに関連づけられた前記ブラーベクトルとして、問題と
なっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する手段
と、ここにおいて、
　前記複数の可能なモーションブラーイメージターゲットに対して、問題となっている前
記イメージターゲットフレームを比較する前記手段は、好ましくは、複数の正規化された
相互相関（ＮＣＣ）値を計算する手段をさらに備える、
　を備える、請求項９の装置。
【請求項１２】
　第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定する手段と、
および
　前記第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第３モーションブラー推定方法を適用す
る手段と、
　をさらに備えた、請求項９の装置。
【請求項１３】
　前記第３モーションブラー推定方法を適用する前記手段は、さらに、
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　サーチされるべき複数のブラー量を決定する手段と、
　サーチされるべき各ブラー量に関する１つまたは複数のモーションブラーステップの数
を決定する手段と、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズと、問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレームのポーズとの間に１つまた
は複数の中間ポーズを補間する手段と、ここにおいて、中間ポーズの数は前記モーション
ブラーステップの数に対応する、
　複数の非ブラー仮想イメージターゲットフレームを構築する手段と、ここにおいて、１
つの仮想イメージターゲットフレームが各中間ポーズならびに問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの前記ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフ
レームの直前の前記イメージターゲットフレームの前記ポーズに関して構築される、
　各中間ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズに関して複数のブラーテンプレートを構築する手
段と、ここにおいて、各ブラーテンプレートは、前記ブラーテンプレートが構築されるポ
ーズであるクリティカルポーズに対応する、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一のブラーテンプ
レートを見つけるためにすべての前記ブラーテンプレートに対して、問題となっている前
記イメージターゲットフレームを比較する手段と、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似することが発見された前
記単一のブラーテンプレートの前記クリティカルポーズと前記ブラー量の組み合わせとし
て、問題となっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーを推定する手
段と、
　を備える、請求項１２の装置。
【請求項１４】
　前記第１モーションブラー推定方法の結果は、前記第２モーションブラー推定方法の前
記適用に使用される、請求項９の装置。
【請求項１５】
　データ処理デバイスまたはシステムによって実行されると、前記データ処理デバイスま
たはシステムに、請求項１ないし８のいずれか一項に記載の方法を実行することを行わせ
る命令を備えたコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　[0048]開示された例証的な実施形態の先の説明は、いかなる当業者であっても、本発明
の製造または使用を可能にするよう提供される。これらの例証的な実施形態に対する様々
な修正は、当業者には容易に明らかとなり、本明細書において定義された包括的な原理は
、本発明の精神または範囲から逸脱することなく他の実施形態に適用され得る。したがっ
て、本発明は、ここに示された実施形態に限定されるようには意図されず、ここに開示さ
れる原理および新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えられることとなる。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　イメージターゲットフレームに関連づけられたモーションブラーを推定するた
めに１つまたは複数のモーションブラーを適応的に適用するための方法において、
　モーションブラーを推定するために第１モーションブラー推定方法を適用することと、
　第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定することと、
および
　前記第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第２モーションブラー推定方法を適用す
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ることと、
を備える方法。
［Ｃ２］　前記第１モーションブラー推定方法は、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズを測定し、問題となっている前
記イメージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第１
投影ポーズを決定することと、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレー
ムのポーズを測定し、問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第２投影
ポーズを決定することと、および
　前記第１投影ポーズから前記第２投影ポーズを減算することにより問題となっている前
記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定することと、
を備える、Ｃ１の方法。
［Ｃ３］　前記第２モーションブラー推定方法は、
　複数のブラーベクトルを非ブラーイメージターゲットに適用することにより前記非ブラ
ーイメージターゲットから複数の可能なモーションブラーイメージターゲットを精製する
ことと、
　問題となっているイメージターゲットフレームに最も近似する単一の可能なモーション
ブラーイメージターゲットを見つけるために前記複数の可能なモーションブラーイメージ
ターゲットに対して問題となっている前記イメージターゲットフレームを比較することと
、および
　問題となっているイメージターゲットフレームに最も近似する前記単一の可能なモーシ
ョンブラーイメージターゲットに関連づけられた前記ブラーベクトルとして問題になって
いる前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定することと、を
備える、Ｃ１の方法。
［Ｃ４］　前記複数の可能なモーションブラーイメージターゲットに対して問題となって
いる前記イメージターゲットフレームを比較することは、複数の正規化された相互相関（
ＮＣＣ）値を計算することを備える、Ｃ３の方法。
［Ｃ５］　第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定する
ことと、および
　前記第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第３モーションブラー推定方法を適用す
ることをさらに備えた、Ｃ１の方法。
［Ｃ６］　前記第３モーションブラー推定方法は、
　サーチされるべき複数のブラー量を決定することと、
　サーチされるべき各ブラー量に関する１つまたは複数のモーションブラーステップの数
を決定することと、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズと、問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレームのポーズとの間に１つまた
は複数の中間ポーズを補間することと、ここにおいて、中間ポーズの数は前記モーション
ブラーステップの数に対応する、
　複数の非ブラー仮想イメージターゲットフレームを構築することと、ここにおいて、各
中間ポーズならびに問題となっている前記イメージターゲットフレームの前記ポーズ並び
に問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イメージターゲットフ
レームの前記ポーズに関して１つの仮想イメージターゲットフレームが構築される、
　各中間ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズに関して複数のブラーテンプレートを構築するこ
とと、ここにおいて、各ブラーテンプレートは前記ブラーテンプレートが構築されるポー
ズであるクリティカルポーズに対応する、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一のブラーテンプ



(6) JP 2018-513579 A5 2019.2.21

レートを見つけるためにすべての前記ブラーテンプレートに対して問題となっている前記
イメージターゲットフレームを比較することと、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似するように発見された前
記単一のブラーテンプレートの前記クリティカルポーズと前記ブラー量の組み合わせとし
て問題となっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーを推定すること
と、
を備えるＣ５の方法。
［Ｃ７］　前記すべてのブラーテンプレートに対して問題となっている前記イメージター
ゲットフレームを比較することは複数の正規化された相互相関値（ＮＣＣ）値を計算する
ことを備える、Ｃ６の方法。
［Ｃ８］　前記第１モーションブラー推定方法の結果は前記第２モーションブラー推定方
法の適用に使用される、Ｃ１の方法。
［Ｃ９］　イメージターゲットフレームに関連づけられたモーションブラーを推定するた
めに１つまたは複数のモーションブラー推定方法を適応的に適用するための装置において
、
　メモリと、
　プロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　前記モーションブラーを推定するために第１モーションブラー推定方法を適用し、
　第２モーションブラー推定方法に計算リソースが適用可能かどうかを決定し、
　前記第２モーションブラー推定方法に計算リソースが適用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第２モーションブラー推定方法を適用す
る、ように構成される、装置。
［Ｃ１０］　前記第１モーションブラー推定方法を適用するように構成された前記プロセ
ッサは、　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズを測定し問題となって
いる前記イメージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することによ
り第１投影ポーズを決定し、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレー
ムのポーズを測定し、問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第２投影
ポーズを決定することと、および
　前記第１投影ポーズから前記第２投影ポーズを減算することにより問題となっている前
記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する、
ように構成される、Ｃ９の装置。
［Ｃ１１］　前記第２モーションブラー推定方法を適用するように構成された前記プロセ
ッサは、　非ブラーイメージターゲットに複数のブラーベクトルを適用することにより非
ブラーイメージターゲットから複数の可能なモーションブラーイメージターゲットを生成
し、
　問題になっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一の可能なモーシ
ョンブラーイメージターゲットを見つけるために前記複数の可能なモーションブラーイメ
ージターゲットに対して前記イメージターゲットフレームを比較し、
　問題になっているイメージターゲットフレームに最も近似する前記単一の可能なモーシ
ョンブラーイメージターゲットに関連づけられた前記ブラーベクトルとして問題になって
いる前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する、
ように構成される、Ｃ９の装置。
［Ｃ１２］　前記複数の可能なモーションブラーイメージターゲットに対して問題になっ
ている前記イメージターゲットフレームを比較するように構成される前記プロセッサは、
複数の正規化された相互相関(NCC)値を計算するように構成される、Ｃ１１の装置。
［Ｃ１３］　前記プロセッサはさらに、
　第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定し、および　
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前記第３モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答し
て前記モーションブラーを推定するために前記第３モーションブラー推定方法を適用する
、
ように構成される、Ｃ９の装置。
［Ｃ１４］　前記第３モーションブラー推定方法を適用するように構成された前記プロセ
ッサは、サーチされるべき複数のブラー量を決定し、
　サーチされるべき各ブラー量に関する１つまたは複数のモーションブラーステップの数
を決定し、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズと、問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレームのポーズとの間に１つまた
は複数の中間ポーズを補間し、ここにおいて中間ポーズの数はモーションブラーステップ
の前記数に対応する、
　複数の非ブラー仮想イメージターゲットフレームを構築し、ここにおいて、各中間ポー
ズならびに問題となっている前記イメージターゲットフレームの前記ポーズおよび問題と
なっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イメージターゲットフレームの
前記ポーズに関して１つの仮想イメージターゲットフレームが構築される、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イメージターゲットフ
レームの前記ポーズおよび各中間ポーズに関する複数のブラーテンプレートを構築し、こ
こにおいて各ブラーテンプレートはクリティカルポーズに対応し、それは前記ブラーテン
プレートが構築される前記ポーズである、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一ブラーテンプレ
ートを見つけるためにすべての前記ブラーテンプレートに対して問題となっている前記イ
メージターゲットフレームを比較し、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似するように発見された前
記単一ブラーテンプレートの前記クリティカルポーズと前記ブラー量の組み合わせとして
問題となっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーを推定する、
ように構成される、Ｃ１３の装置。
［Ｃ１５］　前記ブラーテンプレートのすべてに対して問題となっている前記イメージタ
ーゲットフレームを比較するように構成された前記プロセッサは、複数の正規化された相
互相関（ＮＣＣ）値を計算するように構成される、Ｃ１４の装置。
［Ｃ１６］　前記第１モーションブラー推定方法の結果は前記第２モーションブラー推定
方法の適用において使用される、Ｃ９の装置。
［Ｃ１７］　イメージターゲットフレームに関連したモーションブラーを推定するために
１つまたは複数のモーションブラー推定方法を適応的に適用するための装置において、
　前記モーションブラーを推定するために第１モーションブラー推定方法を適用する手段
と、
　第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定する手段と、
　前記第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるという決定に応答
して前記モーションブラーを推定するために前記第２モーションブラー推定方法を適用す
る手段と、
を備えた装置。
［Ｃ１８］　前記第１モーションブラー推定方法を適用する前記手段は、さらに、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズを測定し、問題となっている前
記イメージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第１
投影ポーズを決定する手段と、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレー
ムのポーズを測定し、問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第２投影
ポーズを決定する手段と、および
　前記第１投影ポーズから前記第２投影ポーズを減算することにより問題となっている前
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記イメージターゲットフレームのモーションブラー値を推定する手段と、
を備えたＣ１７の装置。
［Ｃ１９］　前記第２モーションブラー推定方法を適用する前記手段はさらに、
　非ブラーイメージターゲットに複数のブラーベクトルを適用することにより前記非ブラ
ーイメージターゲットから複数の可能なモーションブラーイメージターゲットを生成する
手段と、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一の可能なモーシ
ョンブラーイメージターゲットを見つけるために前記複数の可能なモーションブラーイメ
ージターゲットに対して問題となっているイメージターゲットフレームを比較する手段と
、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する前記単一の可能なモ
ーションブラーイメージターゲットに関連した前記ブラーベクトルとして問題となってい
る前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する手段と、
を備える、Ｃ１７の装置。
［Ｃ２０］　前記複数の可能なモーションブラーイメージターゲットに対して問題となっ
ている前記イメージターゲットフレームを比較する前記手段はさらに複数の正規化された
相互相関（ＮＣＣ）値を計算する手段をさらに備えた、Ｃ１９の装置。
［Ｃ２１］　第３モーションブラー推定方法に対して計算リソースが利用可能かどうかを
決定する手段と、および
　前記第３モーションブラー推定方法に対して計算リソースが利用可能であるとの決定に
応答して前記モーションブラーを推定するために前記第３モーションブラー推定方法を適
用する手段と、
をさらに備えた、Ｃ１７の装置。
［Ｃ２２］　前記第３モーションブラー推定方法を適用する前記手段は、さらに、
　サーチされるべき複数のブラー量を決定する手段と、
　サーチされるべき各ブラー量に対して１つまたは複数のモーションブラーステップの数
を決定する手段と、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズと、問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレームのポーズとの間に１つまた
は複数の中間ポーズを補間する手段と、ここにおいて、中間ポーズの数は前記モーション
ブラーステップの数に対応する、
　複数の非ブラー仮想イメージターゲットフレームを構築する手段と、ここにおいて、１
つの仮想イメージターゲットフレームが各中間ポーズならびに問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームおよび問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前
の前記イメージターゲットフレームの前記ポーズに関して構築される、
　各中間ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズを構築する手段と、ここにおいて、各ブラーテン
プレートは、前記ブラーテンプレートが構築されるクリティカルポーズに対応する、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一ブラーテンプレ
ートを見つけるために前記ブラーテンプレートのすべてに対して問題となっている前記イ
メージターゲットフレームを比較する手段と、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似するように発見された前
記単一ブラーテンプレートの前記クリティカルポーズと前記ブラー量の組み合わせとして
問題となっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーを推定する手段と
、
を備える、Ｃ２１の装置。
［Ｃ２３］　前記第１モーションブラー推定方法の結果は前記第２モーションブラー推定
方法の前記適用に用いられる、Ｃ１７の装置。
［Ｃ２４］　プロセッサにより実行されると、前記プロセッサに、
　イメージターゲットフレームに関連したモーションブラーを推定するために第１モーシ
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ョンブラー推定方法を適用させ、
　第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能かどうかを決定させ、
　前記第２モーションブラー推定方法に計算リソースが利用可能であるとの決定に応答し
て前記モーションブラーを推定するために前記第２モーションブラー推定方法を適用させ
る、
コードを含む非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２５］　前記第１モーションブラー推定方法を適用するための前記コードはさらに、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズを測定し、問題となっている前
記イメージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第１
投影ポーズを決定し、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレー
ムのポーズを測定し、問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズをスクリーン空間に投影することにより第２投影
ポーズを決定し、および
　前記第１投影ポーズから前記第２投影ポーズを減算することにより問題となっている前
記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する、
ためのコードをさらに備えた、Ｃ２４の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］　前記第２モーションブラー推定方法を適用するための前記コードは、
　複数のブラーベクトルを非ブラーイメージターゲットに適用することにより非ブラーイ
メージターゲットから複数の可能なモーションブラーイメージターゲットを生成し、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一の可能なモーシ
ョンブラーイメージターゲットを見つけるために複数の可能なモーションブラーイメージ
ターゲットに対して問題となっているイメージターゲットを比較し、および
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する前記単一の可能なモ
ーションブラーイメージターゲットに関連した前記ブラーベクトルとして問題となってい
る前記イメージターゲットフレームのモーションブラーベクトルを推定する、
ためのコードをさらに備える、Ｃ２４の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］　前記複数の可能なモーションブラーイメージターゲットに対して問題となっ
ている前記イメージターゲットフレームを比較する前記コードは、さらに、複数の正規化
された相互相関（ＮＣＣ）値を計算するためのコードさらに備えた、Ｃ２６の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］　第３モーションブラー推定方法に対して計算リソースが利用可能かどうかを
決定し、前記第３モーションブラー推定方法に対して計算リソースが利用可能であるとの
決定に応答して前記モーションブラーを推定するために前記第３モーションブラー推定方
法を適用する、
ためのコードをさらに備えた、Ｃ２４の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］　前記第３モーションブラー推定方法を適用するための前記コードはさらに、
サーチされるべき複数のブラー量を決定し、
　サーチされるべき各ブラー量に関する１つまたは複数のモーションブラーステップの数
を決定し、
　問題となっているイメージターゲットフレームのポーズと、問題となっている前記イメ
ージターゲットフレームの直前のイメージターゲットフレームのポーズとの間に１つまた
は複数の中間ポーズを補間し、ここにおいて中間ポーズの数は前記モーションブラーステ
ップの数に対応する、
　複数の非一時的仮想イメージターゲットフレームを構築し、ここにおいて、１つの仮想
イメージターゲットフレームは、各中間ポーズならびに問題となっている前記イメージタ
ーゲットフレームの前記ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフレーム
の直前の前記イメージターゲットフレームの前記ポーズに関して構築される、
　各中間ポーズおよび問題となっている前記イメージターゲットフレームの直前の前記イ
メージターゲットフレームの前記ポーズに関して複数のブラーテンプレートを構築し、こ
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こにおいて各ブラーテンプレートは、前記ブラーテンプレートが構築される前記ポーズで
あるクリティカルポーズに対応する、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似する単一ブラーテンプレ
ートを見つけるために前記ブラーテンプレートのすべてに対して問題となっている前記イ
メージターゲットフレームを比較し、
　問題となっている前記イメージターゲットフレームに最も近似するように発見された前
記単一ブラーテンプレートの前記クリティカルポーズと前記ブラー量の組み合わせとして
問題となっている前記イメージターゲットフレームのモーションブラーを推定する、
ためのコードをさらに備えた、Ｃ２８の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］　前記第１モーションブラー推定方法の結果は前記第２モーションブラー推定
方法の適用に使用される、Ｃ２４の非一時的コンピュータ可読媒体。
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